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令和5年4月27日
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心かよう健幸のまちづくり予算５年度
予　算

予算審査特別委員会リポート

８人が一般質問

11アクアリーナ工事が進展　など

特集

リトルベビーへの支援を  など

議案



おいしいね！

工事が進んでいるレストランエリア

亦楽小学校プール跡地

現在のさくら放課後児童クラブ

おかわり
　　するぞ！

たかはし ちば たいきりょう

　令和５年定例会３月会議を３月１日から１４日までの会期で開催しました。
　令和５年度当初予算は、コロナ禍を乗り越え新しい時代に踏み出していくとともに、
「心かよう健幸（けんこう）のまちづくり」を推進する編成となっております。
　また、令和４年度補正予算や条例の一部改正など２９件の議案を審議し、いずれも
原案のとおり可決しました。（予算関連記事6～10ページもご覧ください）
　一般質問は８人の議員が、それぞれ町の考えを問いただしました。

　建物老朽化および待機児童の解消の
ため、定員枠を40人から70人に増加し、
新たに亦楽小学校プール跡地に改築さ
れます。令和6年4月から利用開始予定！

　現在改修が行われているアクアリーナの
レストランエリアは、ダンスやセミナー、ギ
ャラリーなど、多目的なスペースとしてリニ
ューアルされます。令和５年７月開始予定！

※３月会議　令和４年度一般会計補正予
算（第８号）備品購入代　622万円

◆給食費保護者負担金 (1食単価)
　小学校275円、中学校330円

　物価高騰による学校給食の食
材費値上げ相当分を1食あたり40
円分町が補てんします。

1億1934万円

1000万円を億72　　かよう健幸の

　　まちづくり予算

  

令
和
５
年
度

      

当
初
予
算

可
決

ひと [笑顔あふれるまち]

心

8269万円給食の食材費高騰分を補てん
（給食用賄材料代）

（さくら放課後児童クラブ改築事業）（P14）
さくら放課後児童クラブを改築

前年度比２億１０００万円増

③ しちがはま議会だより　第155号　令和5年4月27日発行③ しちがはま議会だより　第155号　令和5年4月27日発行 しちがはま議会だより　第155号　令和5年4月27日発行 ②

　リーズナブルな料金設定
で誰でも気軽に利用できる
ような施設になってほしい
です。フラの練習や、子ど
もたち、保護者のちょっと
した集まりでもぜひ利用し
たいです。

たての りん

舘野　凛さん
　今は狭くて全員集まった
らぎゅうぎゅうです。テー
ブルがすぐにいっぱいにな
って宿題ができない時もあ
るし、お弁当を食べるとき
も狭いけど、新しい建物に
なったら広く使えるから嬉
しいです！自分の名前が貼
ってある下駄箱が使えるの
が楽しみです！

　学年が上がると点数が引かれる新
基準も始まっていますが、定員枠が
増加されると、兄弟姉妹で上の子も
一緒に通える可能性が広がるので助
かります。お迎えが来るまで、体調
の悪いお子さんが待機できるスペー
スがあると良いと思います。さらに
静かに宿題や読書をする部屋、元気
いっぱいに遊ぶ部屋と分けてもらえ
ると活動しやすくなると思います。

たての ゆりえ

舘野　友理恵さん

髙橋　諒さん 千葉　大希さん

まかない

1億2851万円
（七ヶ浜健康スポーツセンター指定管理料）

体育施設が利用再開へ

鎌田　春奈さん
かまだ はるな



旧菖蒲田浜郵便局

避難場所に指定されている松ケ浜小学校

複数箇所改修が必要

菖蒲田浜小浜エリア

管理棟で授乳が可能です

　「日帰りリゾート」のポテンシャ
ルを活かした、日常とは違う海辺
の癒やし空間を目指し、地域の
方と協議しながら、実現に向けて
スタートされます。

　良好な環境と安全な多目的広場を維持する
ため、芝生管理や除草などが行われます。授乳
時は管理棟が利用できます。また、駐車場は、
営利目的利用の場合、1 ㎡ 60 円で借りること
ができます。

　水道庁舎内に雨漏りが生じており、放置した
場合は、機械設備の不具合により管理業務に支
障をきたす恐れがあるため、改修工事が行わ
れます。

　新たな津波浸水想定に対応した松ケ浜小学校管内の住民の防災訓練が実施されます。

　学習環境の多様化および教員の
働き方改革の実現、ならびに災害に
強いシステム構築を図るため、校務
用パソコンの更新と併せて校務支
援システムがクラウドサービスへ移
行されます。

まち [安心できるまち] うみ [心いやされるまち]

（校務用パソコン更新事業）

（水道庁舎改修工事）（P7）

（松ケ浜・菖蒲田浜・湊浜合同防災訓練事業）（P7）
10万円３地区合同で防災訓練

（長須賀多目的広場管理事業）（P7）
468万円みんなに優しい多目的広場へ

（逍遥のまちづくり事業）（P6）
逍遥のまちづくりでにぎわいを74万円

水道庁舎を改修
9123万円

先生の
働き方改革

6989万円

⑤ しちがはま議会だより　第155号　令和5年4月27日発行 しちがはま議会だより　第155号　令和5年4月27日発行 ④

　授乳スペースにミルク
用のお湯があれば助かり
ます。遊具は小さい子ども
が足を踏み外さないよう
な遊具があると、なお利
用しやすいと思います。
他市町にある公園では大
きいお子さんと、小さい
子どもが分かれてのびの
び遊べるようになってい
るので今後期待します。

　塩竈神社に行ったとき、
授乳ボックスがあり利用し
ました。とても便利でした
ので、設置すれば皆さん利
用すると思います。また、広
い施設なので、周辺地域に
はない大型犬がのびのび走
り回れるドッグランがあれ
ばいいと思います。
　　　　　   　（ママより）

　避難場所が限られて
いる地区なので、お互
い集落が協力団結し実
施することは好ましい
ことだと思います。震
災前も3地区合同の避
難訓練を実施していた
ので、集落同士の団結
力も再確認できると思
います。問題の掘り起
こしや改善策が生まれ
ることを前向きに期待
したいです。

父：三浦　喬之さん
みうら たかゆき

母：三浦　里菜さん
みうら りな

兄：三浦　湊仁さん
みうら みなと

赤ちゃん：三浦　澄晴さん
みうら すばる

村上　蓉さん
むらかみ よう

加藤　信勝さん
かとう のぶかつ



予 算
審 査

総　
　
　

務　
　
　

課

問　
式
典
の
内
容
と
開
催
時
期
は
。

答　
総
務
課
係
長　
自
治
功
労
表
彰
や

産
業
表
彰
な
ど
、表
彰
式
が
メ
イ
ン
で
、

11
月
11
日
に
国
際
村
で
の
開
催
で
あ
る
。

問　
新
規
に
設
置
す
る
の
か
。

答　
総
務
課
長　
老
朽
化
し
た
も
の
を

交
換
す
る
も
の
で
、新
規
設
置
で
は
な
い
。

熊谷　明美佐藤　壮一
副 委 員 長 委 員 長

水
道
庁
舎
改
修
工
事
は

　
　
　

 

（
９
１
２
３
万
円
）

問　
工
事
内
容
は
。

答　
水
道
事
業
所
長　
二
階
の
会
議
室

倉
庫
や
中
央
監
視
室
、渡
り
廊
下
な
ど

経
年
劣
化
に
よ
る
雨
漏
り
の
改
修
工
事

で
あ
る
。安
全
対
策
と
し
て
、玄
関
前
な

ど
の
整
備
も
考
え
て
い
る
。

問　

畑
地
の
生
き
が
い
対
策
や
家
庭
菜

園
な
ど
で
の
利
用
を
推
進
す
る
と
し
て

い
る
が
、具
体
的
な
内
容
は
。

答　
耕
作
放
棄
地
の
活
用
と
し
て
借
り

手
を
募
集
し
て
い
る
。耕
作
が
放
棄
さ
れ

て
い
る
農
地
が
多
く
、家
庭
菜
園
な
ど
の

生
き
が
い
対
策
で
利
用
し
て
ほ
し
い
。貸

し
手
や
借
り
受
け
手
側
と
の
マッ
チ
ン
グ

を
考
え
て
い
る
。町
内
外
問
わ
ず
募
集

し
て
い
る
。

農
業
振
興
は

　
　
　

（
１
６
８
３
万
円
）

問　
ト
リ
ガ
イ
の
販
路
拡
大
を
含
め
、具

体
策
は
。

答　
産
業
課
長　
令
和
４
年
度
は
実
現

で
き
な
か
っ
た
が
、加
工
技
術
を
漁
協
と

一緒
に
調
査
を
含
め
考
え
て
い
き
た
い
。

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
ズ
・

　
　

チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
は

　
　
　

 

（
１
２
２
７
万
円
）

　
　問　

郵
便
局
と
携
帯
電
話
シ
ョッ
プ
で
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
申
請
終
了
に
伴
い
、申
請

サ
ポ
ー
ト
用
の
通
信
機
器
を
導
入
と
し

て
い
る
が
、既
存
の
設
備
で
対
応
で
き
な

い
の
か
。

答　
町
民
生
活
課
長　
利
用
で
き
る
も

の
は
１
台
し
か
な
く
混
雑
緩
和
の
対
応

を
考
え
て
導
入
す
る
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
手
続
き
用

　

通
信
機
器
利
用
料
は

　
　
　
　

 　
　

（
13
万
円
）

逍
遥
の
ま
ち
づ
く
り
は

　
　
　
　

 　
　

（
74
万
円
）

問　
「
日
帰
り
リ
ゾ
ー
ト
」の
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
を
生
か
し
、日
常
と
は
違
う
空
間
と

し
て
い
る
が
、保
養
地
の
イ
メ
ー
ジ
な
の

か
。歩
き
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り
と
は
。

答　
政
策
課
長　
菖
蒲
田
浜
は
明
治
に

海
水
浴
場
が
開
設
さ
れ
、仙
台
近
郊
の

保
養
地
と
し
て
魅
力
あ
る
ま
ち
で
あ
る
。

昔
の
路
地
を
ふ
ら
っ
と
歩
け
る
よ
う
な

ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。

し
ょ
う
よ
う

問　

七
ヶ
浜
の
カ
ラ
ー
を
出
す
た
め
の

広
聴
の
機
会
を
持
つ
考
え
は
。

答　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い

る
の
で
、新
し
い
返
礼
品
を
引
き
続
き
考

え
た
い
。

問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
実

績
は
。

答　

２
月
末
日
で
交
付
率
は
59
・６
％
。

申
請
率
は
６６・８
％
で
あ
る
。

町　

民　

生　

活　

課

政　
　
　

策　
　
　

課

予算審査特別委員会リポート

　令和５年度の各種会計予算審査は、特別
委員会を設置して３月１日から１３日までの日
程で行いました。
　課ごとに説明を受けたあと、質疑・応答に
より慎重に審査しました。その後、討論・採決
の結果、全会計の予算を可決しました。主な
内容を要約してお知らせします。
（金額は千の位で四捨五入しています）

町
制
施
行
65
周
年

　
　

記
念
事
業
は

　
　
　

 　
　
　

 

（
２
１
８
万
円
）

掲
示
板
取
付
工
事
は

　
　
　
　
　
　

（
42
万
円
）

各課審査で質疑応答

ブランド化を目指して

雨漏りといたんだ壁 すみやかな交換を

60周年記念式典の様子

歩きたくなるまち

どのように使うのか

　
　
　
　
　
　

問　

管
理
棟
や
ト
イ
レ
な
ど
の
管
理
は

ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

答　

建
設
課
長　

職
員
や
シ
ル
バ
ー
の

方
々
が
朝
の
見
回
り
や
掃
除
、管
理
を
し

て
い
る
。授
乳
の
希
望
が
あ
っ
た
場
合
は
、

事
務
所
に
案
内
し
気
持
ち
よ
く
使
っ
て

い
た
だ
く
よ
う
工
夫
す
る
。

な
が
す
か
多
目
的
広
場

管
理
事
業
は
（
４
６
８
万
円
）

問　
心
の
復
興
の
観
点
か
ら
大
切
な
事

業
だ
が
、事
業
内
容
と
対
象
見
込
み
世

帯
数
は
。

答　
長
寿
社
会
課
係
長　
単
身
高
齢
者

や
津
波
浸
水
世
帯
、災
害
公
営
住
宅
な

ど
へ
の
被
災
者
支
援
の
訪
問
事
業
で
あ

り
、対
象
数
は
２
３
９
世
帯
で
あ
る
。

被
災
者
支
援
訪
問
活
動
は

　
　
　
　

 

（
８
７
６
万
円
）

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

　
　

 　

委
託
は
（
６
万
円
）

問　
手
話
に
よ
る
意
思
疎
通
支
援
者
を

養
成
す
る
講
座
の
内
容
は
。

答　
健
康
福
祉
課
係
長　
本
年
度
は
入

門
講
座
20
回
、次
年
度
は
基
礎
課
程
講

座
を
25
回
で
、多
賀
城
市
や
利
府
町
と

合
同
で
実
施
す
る
。

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
除
却

　

 

推
進
は
（
７
５
０
万
円
）

問　
予
算
は
20
件
分
と
の
こ
と
だ
が
、除

却
済
み
の
件
数
と
未
除
却
の
件
数
は
。除

却
で
き
て
い
な
い
所
有
者
へ
の
対
応
は
。

答　
防
災
対
策
室
係
長　
補
助
金
交
付

対
象
と
し
て
56
件
は
除
却
済
み
で
あ
る
。

未
除
却
先
に
は
直
接
訪
問
の
ほ
か
、宮
城

県
仙
台
土
木
事
務
所
と
連
名
で
年
２
回

通
知
し
て
い
る
。

松
ヶ
浜
・
菖
蒲
田
浜
・
湊
浜

合
同
防
災
訓
練
は
（
10
万
円
）

問　
新
た
な
津
波
浸
水
想
定
に
対
応
し

た
防
災
訓
練
と
は
、要
救
助
者
を
想
定

し
た
訓
練
か
、避
難
行
動
訓
練
な
の
か
。

大
規
模
な一斉
防
災
訓
練
は
考
え
て
い
な

い
の
か
。

答　
防
災
対
策
室
長　
津
波
発
生
を
想

定
し
た
避
難
行
動
訓
練
を
予
定
し
て
い

る
。県
の
防
災
訓
練
を一度
実
施
し
て
お

り
、今
回
は
津
波
浸
水
区
域
が
広
が
っ
た

地
区
で
重
点
的
に
実
施
す
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
は

　
　
　
　

 

（
３
８
４
万
円
）

混雑が解消するといいね

⑦ しちがはま議会だより　第155号　令和5年4月27日発行 しちがはま議会だより　第155号　令和5年4月27日発行 ⑥

仕切りを設置

健　

康　

福　

祉　

課

産　
　
　

業　
　
　

課

建　
　

設　
　

課

防　

災　

対　

策　

室

水　

道　

事　

業　

所

長　

寿　

社　

会　

課



託
児
サ
ポ
ー
ト
は

　
　
　
　
　
　

（
30
万
円
）

問　
対
象
と
申
し
込
み
は
。

答　
子
ど
も
未
来
課
長　
１
歳
か
ら
小

学
校
低
学
年
ま
で
で
、社
会
福
祉
協
議

会
に
申
請
が
あ
っ
た
都
度
、マ
ッ
チ
ン
グ

す
る
。

多
子
世
帯
支
援
事
業
は

　
　
　

 　
　
　

（
90
万
円
）

問　
多
子
世
帯
の
経
済
的
負
担
軽
減
の

た
め
、第
３
子
以
降
の
子
に
助
成
金
を
支

給
と
し
て
い
る
が
、第
２
子
以
降
に
拡
大

す
る
考
え
は
。

答　
子
ど
も
未
来
課
長　
県
の
補
助
事

業
で
あ
り
拡
大
は
検
討
し
て
い
な
い
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

　

ぐ
る
り
ん
こ
利
用
は

　
　
　
　
　
　

 

（
15
万
円
）

社
会
教
育
事
業
は

　
　
　
　
　

（
１
０
９
万
円
）

問　
開
催
の
意
味
と
内
容
は
。

答　
教
育
長　
地
域
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー

づ
く
り
と
活
性
化
を
図
る
た
め
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
前
と
ほ

ぼ
同
じ
と
考
え
て
い
る
。

小
学
校
・
地
区
民
合
同

　

 
 
 

運
動
会
は
（
96
万
円
）

問　
各
学
校
の
特
別
支
援
員
の
配
置
人

数
は
。

答　
教
育
総
務
課
長　
亦
楽
小
学
校
３

人
、松
ヶ
浜
小
学
校
２
人
、汐
見
小
学
校

３
人
、七
ヶ
浜
中
学
校
２
人
、向
洋
中
学

校
１
人
で
あ
る
。

特
別
支
援
教
育

　

支
援
員
配
置
事
業
は

　
　
　

 

（
２
８
３
８
万
円
）

問　
不
登
校
児
童
・
生
徒
が
安
心
で
き

る
居
場
所
づ
く
り
の
た
め
に
、学
校
教
育

支
援
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、

内
容
は
。

答　
教
育
長　
通
所
学
習
機
能
や
相
談

機
能
、家
庭
相
談
機
能
を
入
れ
て
ス
ク

ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
２
人
の
学

習
支
援
を
す
る
人
が
在
駐
し
て
い
る
。通

所
で
き
な
い
児
童
に
は
訪
問
す
る
な
ど

し
て
あ
ら
ゆ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
い

孤
立
さ
せ
な
い
取
り
組
み
を
す
る
。

国民健康保険事業特別会計

歳出の主なもの

２３億４８００万円
前年度比
 1.6％増

保険給付費　　　　　１７億６４２万円

保健事業費　　　　　　　３０８９万円

※糖尿病性腎症重症化予防事業、各種検診への補助

※一般被保険者医療給付費・高額医療費等

水道事業会計

公園墓地事業特別会計後期高齢者医療特別会計

４億６６５５万円
前年度比
1.8％増

※原水費　　　　　　　　　　　　 　２億４２９７万円
　　・仙台市の受水費　　　　　　　　 　４０８０万円
　　・仙南仙塩広域水道の受水費　 　１億９５８０万円

収益的支出の主なもの

資本的支出の主なもの

収益的
支出

　５億　５５０万円
前年度比
10％増

収益的
収入

２億３６８０万円
 前年度比
59.1％増

資本的
支出

　　　　　３３万円
前年度比
増減なし

資本的
収入

建設改良費　　　　　　　　　　２億２２０９万円
※配水管整備事業費　　　　　　　　 １億２２９８万円
　　・老朽管更新工事等
※営業施設整備費　　　　　　　　 　　　９９１１万円
　　・水道庁舎改修工事等　　　　 　　　９１２３万円

１７４７万円

総務費　　　　　　　　　　８２９万円

※公園墓地管理委託・墓地管理基金積立金

歳出の主なもの歳出の主なもの

２億３３５１万円
前年度比
4.3％増

後期高齢者医療広域連合納付金　
　　　　　　　　　　　２億２９３４万円
※後期高齢者医療広域連合への納付金

前年度と
同額

介護保険特別会計

１９億９９３３万円
前年度比
 4.7％増

保険給付費　　　　　１８億４９７７万円

地域支援事業費　　　　　　８７１２万円

※給付費負担金　　　・居宅介護サービス
　　　　　　　　　　・地域密着型介護サービス
　　　　　　　　　　・施設介護サービス

※介護予防・生活支援サービス事業
　介護予防ケアマネジメント作成負担金
　包括的支援事業費用（人件費等）

保険事業　　　　１９億９３００万円

サービス事業　　　　　　６３３万円

介護予防支援サービス事業費　６０１万円

歳出の主なもの

歳出の主なもの

下水道事業特別会計

５億５４００万円
前年度比
 ７％減

事業費　　　　　　　　４９８６万円

※公共汚水桝設置等工事

※宅内マンホールポンプ設置工事

歳出の主なもの

予算審査特別委員会リポート

令和５年度の
各種特別会計予算の状況

令和５年度の
各種特別会計予算の状況

問　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
利
用
者
用
バ

ス
の
回
数
券
補
助
の
内
容
は
。

答　
生
涯
学
習
課
長　
週
２
回
の
往
復

分
で
あ
る
。

問　
各
種
講
座
の
内
容
は
。

答　
生
涯
学
習
課
長　
25
講
座
は
継
続

す
る
。写
真
と
キ
ャ
ン
プ
の
講
座
を
新
し

く
取
り
入
れ
る
。新
し
い
２
講
座
は
シ
リ

ー
ズ
の
も
の
で
は
な
く
時
間
が
な
い
人

で
も
気
軽
に
利
用
で
き
る
も
の
を
考
え

て
い
る
。

週２回利用します

学
校
教
育

　

支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
は

　
　
　
　
　

（
５
２
４
万
円
）

問　

実
施
イ
ベ
ン
ト
は
毎
年
同
じ
内
容

で
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
い
な
い
か
。新
し
い

事
業
は
あ
る
の
か
。

答　
国
際
村
事
務
局
長　
継
続
す
る
こ

と
も
重
要
と
考
え
て
い
る
。３０
周
年
記

念
事
業
と
し
て
５
月
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
デ
イ
ズ
は
特
別
な
も
の
で
あ
る
。今

後
、新
た
な
事
業
を
調
べ
計
画
し
た
い
。

文
化
芸
術
創
造
事
業
は

　
　
　

 

（
２
０
０
０
万
円
）
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課

生
　
涯
　
学
　
習
　
課



こんなことが決まりました－３月会議での議案審議－

討
　
論

反
対
反
対

歌
川　

渡

賛
成
賛
成

仁
田　
秀
和

工
事
変
更
契
約

条
例
制
定
・
改
正

出産一時金が
　　40万8千円から
　　　50万円になるよ

﹇
１
期
﹈令
和
３
年
２
月
１３
日

福
島
県
沖
地
震
に
よ
る
七
ヶ

浜
健
康
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

災
害
復
旧
工
事

・
契
約
金
額

　
　

 　
４
億
３
１
０
３
万
円

・
工
事
内
容

　
　
Ｄ
棟
ア
リ
ー
ナ
の
ガ
ラ

　
ス
復
旧
や
ク
ラ
ッ
ク
補
修
、

　
レ
ス
ト
ラ
ン
エ
リ
ア
内
の

　
内
装
工
事
な
ど
の
追
加

﹇
２
期
﹈令
和
４
年
３
月
１６
日

福
島
県
沖
地
震
に
よ
る
七
ヶ

浜
健
康
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

災
害
復
旧
工
事

・
契
約
金
額

　
　
　
　

 　
９
６
９
５
万
円

・
工
事
内
容

　
　
Ａ
棟
の
外
部
電
気
改
修

　

や
Ｂ
棟
バ
ー
デ
ゾ
ー
ン
の

　

ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
フ
ィ
ル

　
ム
貼
工
事
な
ど
の
追
加

　
・
契
約
先　

　
仙
建
工
業
株
式
会
社

・
工
期　

　
令
和
５
年
７
月
３１
日

採
決
の
結
果

反
対
な
く
全
会一致
で
可
決

●
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
法
律
施
行
条
例
の
制
定

内　
容

　
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を

図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整

備
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に

よ
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関

す
る
法
律
の一
部
改
正
に
伴

い
、同
法
の
施
行
に
関
し
条

例
で
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
事
項
を
定
め
る
た
め
、

条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　
町
行
政
が
知
り
得
る
町
民

の
個
人
情
報
を
今
後
、国
が

国
民
の
個
人
情
報
を
管
理
す

る
こ
と
と
な
る
。国
民
を
縛

る
危
険
極
ま
り
な
い
制
度
で

あ
る
こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

　　

本
条
例
は
、デ
ジ
タ
ル
社

会
の
形
成
を
図
る
た
め
の
関

係
法
律
の
整
備
の
た
め
の
個

人
情
報
保
護
に
関
す
る
法
律

が一
部
改
正
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
提
出
さ
れ
た
条
例
で
、

今
後
の
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
お

い
て
も
町
民
の
個
人
情
報
を

保
護
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
賛
成
す
る
。

採
決
の
結
果

賛
成
多
数
で
可
決

●
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例

の
制
定

内　
容

　
犯
罪
被
害
者
等
が
受
け
た

被
害
の
早
期
軽
減
お
よ
び
回

復
を
図
り
、犯
罪
被
害
者
等

が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
の

実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　
近
隣
の
二
市
三
町
で
も

　
　
同
様
に
本
条
例
が
提
出

さ
れ
て
い
る
が
、提
出
に
至
っ

た
経
緯
は
。ま
た
、財
源
は
。

　
　
防
災
対
策
室
長　
令
和

　
　
４
年
度
に
二
市
三
町
で

検
討
会
を
４
回
ほ
ど
行
い
、

内
容
を
確
認
し
足
並
み
を
そ

ろ
え
条
例
制
定
の
運
び
と
な

っ
た
。警
察
か
ら
、途
切
れ
の

な
い
支
援
の
た
め
条
例
制
定

を
押
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ

と
も
あ
っ
た
。ま
た
、財
源
は一

般
財
源
と
な
る
。

●
国
民
健
康
保
険
条
例
の一

部
改
正

内
容
　

健
康
保
険
法
施
行
令
の一

部
改
正
に
伴
う
出
産一
時
金

の
額
の
見
直
し
な
ど
で
す
。

●
政
府
の
負
担
で
学
校
給
食

の
無
償
化
を
求
め
る
意
見
書

提
出
者　
歌
川　
渡

内　
容

　
義
務
教
育
に
お
け
る
保
護

者
の
費
用
負
担
で
自
治
体
間

格
差
が
生
じ
る
こ
と
は
問
題

で
あ
り
、政
府
の
責
任
で
必

要
な
措
置
を
講
ず
る
べ
き
で

あ
る
。よ
っ
て
、政
府
に
お
い

て
は
、学
校
給
食
無
償
化
を

迅
速
に
実
施
す
る
よ
う
強
く

求
め
る
も
の
で
す
。

採
決
の
結
果

い
ず
れ
も
反
対
な
く
全
会
一

致
で
可
決

提
出
先

衆
議
院
議
長

参
議
院
議
長

内
閣
総
理
大
臣

総
務
大
臣

文
部
科
学
大
臣

財
務
大
臣

議案
審議

アクアリーナ工事が進展

特　　集　－各種会計予算－

次
の
点
で
反
対
す
る
。

・地
域
の
区
割
り
を
統一す
べ
き
で
あ
る
。　

・危
険
ブ
ロッ
ク
塀
除
去
な
ど
費
用
補
助
金
事
業

は
補
助
の
増
額
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

・高
齢
者
の
町
民
バ
ス
乗
車
料
金
の
減
額
あ
る
い

は
恒
久
無
料
化
を
。

・児
童
遊
園
は
、児
童
福
祉
法
な
ど
の
設
置
要
綱

に
準
拠
し
た
施
設
整
備
を
。

・本
町
の
住
宅
条
例
の
、公
営
住
宅
の
連
帯
保
証

人
の
義
務
付
け
を
廃
止
す
る
べ
き
で
あ
る
。

次
の
点
で
賛
成
す
る
。

・町
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
が
作
成
さ
れ
る
方
向
性
が

決
ま
り
、住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
行
政
運
営

の
効
率
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

・デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金
を
活

用
し
、学
校
校
務
の
効
率
化
を
図
り
、先
生
方
の

子
ど
も
た
ち
へ
の
効
率
的
な
時
間
が
持
て
る
よ

う
に
な
っ
た
事
は
評
価
で
き
る
。

・ト
リ
ガ
イ
の
試
験
的
な
育
成
か
ら
本
格
的
に

市
場
参
入
の
足
が
か
り
を
つ
か
も
う
と
す
る
事

業
の
展
開
は
近
年
に
な
く
評
価
で
き
期
待
す
る

も
の
で
あ
る
。

一
般
会
計

・・・なので反対します　　　　　　　　　・・・なので賛成します

討　　論

　
令
和
６
年
度
か
ら
の
公
営
事
業
会
計
へ
の
移

行
に
あ
た
っ
て
議
会
お
よ
び
町
民
に
十
分
な
説

明
の
機
会
を
設
け
る
べ
き
で
あ
る
。ま
た
、一般

会
計
か
ら
繰
り
入
れ
を
行
い
住
民
負
担
の
軽

減
を
。

　

令
和
６
年
度
か
ら
移
行
さ
れ
る
予
定
の
公

営
事
業
会
計
に
よ
り
、独
立
採
算
制
お
よ
び
透

明
性
を
高
め
、経
営
状
況
が
分
か
り
や
す
く
提

供
で
き
る
よ
う
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

反
対
反
対

歌
川　

渡

反
対
反
対

歌
川　

渡

下
水
道
事
業

賛
成
賛
成

安
倍　

敏
彦

　
健
康
保
険
事
業
か
ら
照
ら
し
て
、国
民
健
康

保
険
税
は
高
す
ぎ
る
。保
険
税
を
軽
減
し
、一般

会
計
か
ら
補
て
ん
す
べ
き
で
あ
る
。

　

生
活
習
慣
病
予
防
事
業
を
推
進
し
て
い
る

ほ
か
、特
定
健
康
診
査
な
ど
事
業
や
法
令
改
正

に
伴
い
増
額
と
な
っ
た
出
産
育
児
金
も
適
正
に

予
算
計
上
さ
れ
て
い
る
。

反
対
反
対

歌
川　

渡

賛
成
賛
成

佐
藤　

直
美

賛
成
賛
成

渡
邉　

淳

国
民
健
康
保
険

　

高
齢
者
の
負
担
が
右
肩
上
が
り
に
増
え
る

ば
か
り
で
あ
る
。高
齢
者
の
負
担
増
や
給
付
削

減
の
見
直
し
、高
齢
者
を
支
え
る
現
役
世
代
の

負
担
軽
減
を
求
め
る
。

　

令
和
５
年
度
も
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

が
中
心
と
な
り
介
護
予
防
や
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
な
ど
の
充
実
を
図
り
適
切
か
つ
有

効
的
な
予
算
内
容
で
あ
る
。

反
対
反
対

歌
川　

渡

賛
成
賛
成

熊
谷　

明
美

介
護
保
険

　
受
水
契
約
金
の
引
き
下
げ
、現
金
預
金
の
計

画
的
な
取
り
崩
し
を
行
い
、さ
ら
な
る
町
民
の

負
担
軽
減
を
求
め
る
。

　
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
お
よ
び
施
設
更
新
計
画
に
基

づ
き
、水
の
安
定
供
給
が
図
ら
れ
て
お
り
、水

道
庁
舎
維
持
整
備
事
業
で
も
管
理
業
務
に
支

障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

※

公
園
墓
地
会
計
は

　
反
対
な
く
全
会一致
で
可
決

反
対
反
対

歌
川　

渡

賛
成
賛
成

小
林　

倫
明

水
道
事
業
会
計

　

高
齢
者
の
医
療
費
抑
制
が
目
的
の
こ
の
制

度
そ
の
も
の
が
高
齢
者
や
国
民
に
と
っ
て
、何

の
利
益
に
も
つ
な
が
ら
な
い
。さ
ら
な
る
改
善

お
よ
び
廃
止
を
求
め
る
。

　

被
保
険
者
数
の
増
加
を
見
込
ん
だ
予
算
処

置
が
取
ら
れ
て
い
る
。低
所
得
者
な
ど
に
対
す

る
、保
険
料
の
軽
減
処
置
の
た
め
の
保
険
基
盤

安
定
繰
入
金
も
増
額
し
低
所
得
者
な
ど
へ
の

配
慮
も
さ
れ
て
い
る
。

反
対
反
対

歌
川　

渡

後
期
高
齢
者
医
療

仁
田　

秀
和

賛
成
賛
成

答

議
員
提
出
議
案

⑪ しちがはま議会だより　第155号　令和5年4月27日発行 しちがはま議会だより　第155号　令和5年4月27日発行 ⑩

問
質
　
疑



七ヶ浜町はぼっけのボー
ちゃんが有名だけど、
ぼくも有名になるぞ！

稚貝飼育の様子

こんなことが決まりました－３月会議での議案審議－

佐
藤　

直
美

小
林　

倫
明

仁
田　

秀
和

賛　
　

成

反　
　

対

議
決
結
果

木
村　
　

稔

熊
谷　

明
美

佐
藤　

壮
一

安
倍　

敏
彦

遠
藤　

喜
二

渡
邉　
　

淳

佐
藤　

梶
信

歌
川　
　

渡

掲　載
ページ議　 案　名

定例会３月会議　提出議案採決結果一覧　（3/1～１４）

○賛成　　●反対　　議長は採決に加わらない。

　賛否が分かれた案件は採決一覧表に、全会一致の案件は名称のみ掲載しました。なお、議案名
は略して記載しています。

●賛否が分かれた議案等

●全会一致の議案等

掲　載
ページ補　正　予　算

令和４年度一般会計補正予算（第８号）
令和４年度下水道事業特別会計補正予算（第３号）
令和４年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）
令和４年度公園墓地事業特別会計補正予算（第２号）
令和４年度介護保険特別会計補正予算（第４号）
令和４年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

12
ー
ー
ー
ー
ー

可決

令和５年度国民健康保険事業特別会計予算

可決

可決

可決

令和５年度介護保険特別会計予算

令和５年度後期高齢者医療特別会計予算

令和５年度水道事業会計予算

可決

可決

令和５年度一般会計予算

個人情報の保護に関する法律施行条例

可決

令和５年度下水道事業特別会計予算

岡
﨑　

正
憲

議 　 案 　 名 掲　載
ページ

◯令和５年度公園墓地事業特別会計
◯犯罪被害者等支援条例について
◯政府の負担で学校給食費の無償化を求める意見書
◯国民健康保険条例の一部改正
◯都市計画税条例の一部改正
◯仙塩広域都市計画事業菖蒲田浜地区被災市街地復興土地区画整理事業の施行に関する条例及び
仙塩広域都市計画事業代ヶ崎浜Ｂ地区被災市街地復興土地区画整理事業の施行に関する条例の廃止
◯子ども・子育て会議条例の一部改正
◯特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに
特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準を定める条例の一部改正
◯家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
◯放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
◯保育所条例の一部改正
◯宮城県市町村等非常勤職員公務災害補償等認定委員会を共同設置する地方公共団体の数の減少及び
宮城県市町村等非常勤職員公務災害補償等認定委員会共同設置規約の変更
◯宮城県市町村等非常勤職員公務災害補償等審査会を共同設置する地方公共団体の数の減少及び
宮城県市町村等非常勤職員公務災害補償等審査会共同設置規約の変更
◯宮城県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の減少及び宮城県市町村職員退職手当組合規約の変更
◯議会の個人情報保護に関する条例

9
11
11
11
ー
ー

ー
ー

ー
ー
ー
ー

ー

ー
ー

○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ー

○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ー

○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ー

○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ー

○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ー

○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ー

11

6

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

2

2

2

2

2

2

2 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ー
●
産
業
基
金
積
立
金

（
３
０
１
０
万
円
）

　
施
設
の
設
置
と
説
明
が

　
　

あ
っ
た
が
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
事
業
展
開
を
行
う

の
か
。
　
産
業
課
長　
ト
リ
ガ
イ

　
　
は
増
産
し
な
い
と
な
か

な
か
採
算
ベ
ー
ス
に
合
わ
な

い
。陸
上
養
殖
に
向
け
漁
協

と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

●
消
防
団
員
報
酬

　
　
　
（
１
６
９
万
円
減
）

　
消
防
団
員
の
入
団
人
数

　
　
や
退
団
人
数
は
。ま
た
、

募
集
活
動
な
ど
十
分
だ
っ
た

の
か
。
　
防
災
対
策
室
長　
当
初

　
　

予
算
に
は
２
２
０
名
分

で
計
上
し
た
が
、本
年
度
は

１
７
６
名
と
な
っ
た
。退
団
数

は
８
名
で
あ
る
が
、新
入
団

が
４
名
。ま
た
、来
年
度
は
２

名
ほ
ど
入
団
予
定
で
あ
る
。

　
ま
た
、募
集
は
行
っ
て
い
る

が
、な
か
な
か
難
し
い
。し
か

し
、広
報
３
月
号
に
女
性
消

防
団
の
特
集
記
事
を
組
む
な

ど
の
工
夫
は
行
っ
て
お
り
、来

年
度
は
さ
ら
に
募
集
を
強
化

し
て
い
き
た
い
。

●
七
ヶ
浜
町
観
光
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
印
刷　
（
88
万
円
）

　

観
光
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の

　
新
規
配
置
場
所
は
。

　
産
業
課
長　
観
光
協
会

　
の
方
か
ら
東
京
都
内
で

行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
必
要

だ
っ
た
な
ど
の
声
を
頂
い
て

い
る
。

　
昨
年
度
は
新
規
で
Ｊ
Ｒ
な

ど
が
あ
る
。あ
ら
ゆ
る
機
会

を
見
つ
け
広
く
周
知
し
た
い
。

●
ほ
の
ぼ
の
農
園
環
境
整

備
工
事　
　

（
90
万
円
）

　　　
産
業
課
長　
施
設
内
の

　
　

電
灯
や
水
道
工
作
物
、

腐
食
で
破
損
し
た
看
板
の
修

繕
工
事
で
あ
る
。

●
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
配
置
支
援
事
業

　

（
43
万
円
減
）

　　　
教
育
総
務
課
長　
当
初

　
　

は
、婦
人
会
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
友
の
会
に
よ
る
消
毒

作
業
を
12
カ
月
予
定
し
て
い

た
。最
終
的
に
昨
年
５
月
か

ら
今
年
２
月
ま
で
の
10
カ
月

分
に
な
っ
た
た
め
の
減
額
で

あ
る
。

●
文
書
サ
ー
バ
ー・ク
ラ
イ

ア
ン
ト
パ
ソ
コ
ン
等
購
入

代
（
１
億
１
１
８
４
万
円
）

　

台
数
の
内
訳
と
、耐
用

　
年
数
は
何
年
か
。

　
政
策
課
長　
文
書
サ
ー

　
バ
ー
が
６
台
で
金
額
が

約
１
６
８
０
万
円
と
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
パ
ソ
コ
ン
が
１
８
４
台

で
約
７
７
９
０
万
円
。耐
用

年
数
は
５
年
で
あ
る
。

補正
予算

養
殖
事
業
で
新
た
な
特
産
物
を

　

令
和
4
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
２
１
８
万
円
を
追

加
し
、
総
額
を
86
億
１
１
１
３
万
円
と
し
ま
し
た
。
主
な
も
の
は
、
産
業
基
金
の
積
み
立
て
や
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事
業
、
事
業
確
定
な
ど
に
伴
う
整
理
な
ど
で
す
。
本
議
案
は
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

答

答

答答

答 答

⑬ しちがはま議会だより　第155号　令和5年4月27日発行 しちがはま議会だより　第155号　令和5年4月27日発行 ⑫

問

問問

問

減
額
の
理
由
は
。

問
工
事
の
内
容
は
。

問

質
　
疑



こんなことが決まりました－1・2月会議での議案審議－

ズバリ

町 

政 

を 
問 
う

※傍聴される方には、一般質問の要旨が記載されている資料を配布しています。

町の考えを聞く 一 般 質 問

⑮ しちがはま議会だより　第155号　令和5年4月27日発行 しちがはま議会だより　第155号　令和5年4月27日発行 ⑭

　１月６日に１月会議を開催し、
令和５年議会定例会の会期を
決定しました。

　３月会議の一般質問は、13日と14日に行い、8人が活発な議論
を展開しました。
　内容は質問者の原稿を原文に近い形で要約し16ページから23
ページに掲載しています。なお、タイトルは通告のとおりです。

佐藤　直美　・・・・・・・ 21ページ
○ 障がい児への早期発見体制と支援拡充策について

歌川　　渡　・・・・・・・ 22ページ
○ 水道料金の一契約あたり基本料金月500円の恒久的軽減と
　 軽減金額の増額を
○ 赤道（あかみち）境界を示し、近隣住民のトラブル解消を
○ 高齢者の町民バス「ぐるりんこ」運賃を無料に

佐藤　梶信　・・・・・・・ 23ページ
○ 各種選挙の投票時間繰り上げを

一 般 質 問 一 覧 表

遠藤　喜二　・・・・・・・  18ページ
○ 災害公営住宅のガス料金の経緯と高騰に対する助成について
○ 災害公営住宅として建てられた町営住宅の家賃について

佐藤　壮一　・・・・・・・  17ページ
○ 東宮ふ頭周辺の環境問題について

○ リトルベビーへの支援を
○ 産前・産後ケアと伴走型相談支援の拡充と充実を

渡邉　　淳　・・・・・・・ 20ページ
○ 土地利用の調整について
○ 農業環境について

○ 中学校の部活動について
○ 学校の地域防災計画について
○ 将来人口推移について

安倍　敏彦　・・・・・・・ 19ページ

熊谷　明美　・・・・・・・  16ページ

●一般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　

   　
（
第
７
号
）

内　
容

　

令
和
４
年
度
の一
般
会
計

予
算
に
、歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
２
４
２
６
万
円
を
追
加
し
、

総
額
を
８５
億
４
８
９
５
万
円

と
す
る
も
の
で
す
。

●
出
産・子
育
て
応
援
給
付

金
支
給
事
業

　

          （
１
７
２
６
万
円
）

内　
容

　

妊
婦・子
育
て
家
庭
に
対

し
、相
談
支
援
と
経
済
的
支

援
を一
体
的
に
行
う
も
の
で

す
。具
体
的
に
は
、妊
娠
届
時

や
妊
娠
８
カ
月
前
後
、産
後

２
〜
３
カ
月
の
計
３
回
、保
健

師
な
ど
が
妊
産
婦
に
対
す
る

相
談
支
援
を
行
い
、面
談
後

に
そ
れ
ぞ
れ
経
済
的
支
援
を

実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
　
相
談
支
援
業
務
委
託
の

　
　
内
容
は
。

　
　
子
ど
も
未
来
課
長　

　
　

相
談
支
援
は
、計
３
回

の
面
談
の
機
会
が
あ
る
が
、

妊
娠
８
カ
月
前
後
の
方
は
希

望
者
の
み
と
な
る
の
で
、希

望
者
も
助
産
師
に
対
応
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
委
託
す
る

も
の
で
あ
る
。

●
さ
く
ら
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
改
築
工
事
実
施
設
計
業
務

委
託
料　

    （
７
０
０
万
円
）

　
　

建
設
地
は
、亦
楽
小
学

　
　
校
北
側
の
プ
ー
ル
跡
地

と
の
こ
と
だ
が
、地
盤
の
状
態

は
適
正
な
の
か
。

　
　
子
ど
も
未
来
課
長

　
　
地
盤
調
査
を
実
施
し
た
。

建
築
は
可
能
と
い
う
結
果
で

あ
る
。

●
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
含
む
性
的
少

数
者
の
た
め
の
社
会
環
境
整

備
を
求
め
る
意
見
書

提
出
者　
仁
田　
秀
和

内　
容

　

国
内
に
お
い
て
、多
様
な

性
の
在
り
方
を
認
め
る
社
会

を
と
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ (

同
性
愛
や

性
同一性
障
害)

を
含
む
性
的

少
数
者
へ
の
差
別
解
消
を
求

め
る
声
が
こ
の
数
年
で
大
き

な
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

し
か
し
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
性
的

少
数
者
は
、生
活
の
各
場
面

に
お
い
て
差
別
的
取
り
扱
い

な
ど
に
苦
し
ん
で
い
る
の
が

現
状
で
あ
る
。

　

国
の
主
導
に
よ
り
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
へ
の
理
解
を
進
め
法
制
化

す
る
こ
と
に
よ
り
、性
的
少

数
者
へ
の
差
別
解
消
を
図
る

こ
と
は
急
務
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、国
の
関
係
大
臣
に

対
し
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
性
的
少

数
者
へ
の
理
解
増
進
に
向
け

て
の
法
制
化
を
図
り
、生
活

の
各
場
面
で
差
別
的
取
り
扱

い
を
受
け
な
い
よ
う
に
す
る

措
置
を
定
め
る
と
と
も
に
、

性
的
少
数
者
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
、身
体
的
治
療

や
就
労
環
境
の
整
備
な
ど
の

社
会
環
境
整
備
に
取
り
組
む

よ
う
強
く
求
め
る
も
の
で
す
。

採
決
の
結
果

い
ず
れ
も

反
対
な
く
全
会一致
で
可
決

２月
会議

補　

正　

予　

算

妊
婦
・子
育
て
家
庭
を
応
援

　
２
月
１３
日
に
２
月
会
議
を
開
催
し
、一般
会
計
補
正
予
算
や
議
員
提
出
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

質
　
疑

議
員
提
出
議
案

問

問

答

答



　
　

東
宮
ふ
頭
へ
の
ク
レ
ー

　
　
ン
付
き
砂
利
船
の
入
港

に
伴
い
、砂
利
を
船
か
ら
下

ろ
す
際
、一時
仮
置
き
場
や
搬

出
す
る
ダ
ン
プ
か
ら
、パ
ウ
ダ

ー
状
の
も
の
す
ご
い
量
の
粉

じ
ん
が
舞
い
上
が
っ
て
い
る
。

要
害
左
道
や
児
童
遊
園
、寺

島
あ
た
り
ま
で
飛
散
し
、家

屋
内
や
洗
濯
物
に
付
着
し
て

周
辺
の
住
民
や
会
社
関
係
な

ど
に
多
大
な
迷
惑
を
か
け
て

い
る
。ま
た
、の
り
生
産
者
か

ら「
砂
利
船
が一
昼
夜
、船
の

エ
ン
ジ
ン
を
切
ら
な
い
の
で

眠
れ
ず
、そ
の
日
は一日
中
仕

事
に
な
ら
な
か
っ
た
」と
騒
音

の
苦
情
も
あ
る
。砂
利
の
搬

出
は
以
前
、ど
こ
で
作
業
し

て
い
た
の
か
。

　
ま
た
、い
つ
頃
か
ら
東
宮
ふ

頭
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
か
。

　
　

町
長　

荷
役
を
行
っ
て

　
　
い
る
２
社
の
う
ち
１
社

は
、東
宮
ふ
頭
が
整
地
さ
れ

た
昭
和
５０
年
代
か
ら
で
あ
る
。

も
う
1
社
は
仙
台
港
高
松
ふ

頭
で
作
業
し
て
い
た
が
、令

和
３
年
９
月
に
移
転
し
て
来

て
い
る
。

　
　
日
本
で
生
ま
れ
た
子
ど

　
　

も
の
数
は
、昨
年
７９
万

９
７
２
８
人
で
、統
計
開
始

以
来
、初
め
て
８０
万
人
を
割

り
込
み
少
子
化
は
国
の
想
定

よ
り
早
い
ペ
ー
ス
で
進
ん
で

い
る
。リ
ト
ル
ベ
ビ
ー（
低
出

生
体
重
児
）の
数
は
年
々
増

加
し
て
お
り
、１０
人
に
１
人

の
割
合
と
な
っ
て
い
る
。一
般

的
な
母
子
健
康
手
帳
の
内
容

は
、体
重
は
１
㎏
以
上
か
ら

で
身
長
は
４０
㎝
か
ら
の
記
録

と
な
っ
て
お
り
、該
当
し
な
い

リ
ト
ル
ベ
ビ
ー
の
親
は
不
便

を
感
じ
て
い
る
。リ
ト
ル
ベ
ビ

ー
ハ
ン
ド
ル
ブ
ッ
ク
を
県
が

作
成
し
て
い
る
が
、県
か
ら
の

情
報
や
配
布
の
予
定
は
。

　
町
長　
内
容
や
進
捗
状

　
　
況
の
情
報
は
県
か
ら
来

て
い
る
。令
和
５
年
３
月
末

ま
で
に
完
成
し
関
係
機
関
に

配
布
予
定
で
あ
る
。

　　
子
ど
も
未
来
課
長　

　
　
周
産
期
医
療
セ
ン
タ
ー

と
し
て
登
録
し
て
い
る
病
院
、

県
内
９
カ
所
か
ら
と
各
市
町

村
に
も
配
布
さ
れ
る
。ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

母
子
健
康
手
帳
交
付
の
際
に

案
内
す
る
。

　　
病
院
か
ら
の
直
接
配
布

　
　
は
、１
５
０
０ｇ
未
満
で
、

２
５
０
０ｇ
以
下
は
希
望
者

に
各
市
町
村
か
ら
も
配
布
で

き
る
。　

　
母
子
健
康
手
帳
の
補
助

　
ツ
ー
ル
と
し
て
、ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
で
使
え
る
ア
プ
リ
導
入
の

考
え
は
な
い
か
。

　
町
長　
早
急
な
導
入
は

　
　
な
い
が
、検
討
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。

問　

懇
談
会
や
親
子
カ
フ

　
　
ェ
の
企
画
と
開
催
の
考

え
は
。ま
た
、リ
ト
ル
ベ
ビ
ー

サ
ー
ク
ル
の
案
内
や
相
談
会

の
情
報
発
信
は
。

　

対
象
が
極
わ
ず
か
で

　
　
あ
り
、ま
ち
独
自
の
企

画
は
な
い
。完
成
す
る
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
に
は
各
情
報
も
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

　

妊
産
婦
に
産
前・産
後

　
　

か
ら
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ

と
で
、夫
婦
間
の
問
題
や
虐

待
死
な
ど
、最
悪
の
事
態
を

未
然
に
防
ぐ
可
能
性
も
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。令
和
５

年
度
の
国
の
取
り
組
み
を
見

て
も
、ま
す
ま
す
充
実
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
。

　

産
後
ケ
ア
と
し
て「
相
談

型
」と「
乳
房
ケ
ア
型
」は
実

施
し
て
い
る
が
、心
身
の
ケ
ア

や
出
産
後
の
育
児
サ
ポ
ー
ト

等
の
き
め
細
か
い
支
援
を
考

え
、宿
泊
型
や
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
型
の
導
入
は
。

　
町
長　
令
和
３
年
度
か

　

ら
居
宅
型
を
導
入
し
、

助
産
師
等
が
自
宅
を
訪
問
し

保
健
指
導
や
育
児
相
談
を
実

施
し
て
い
る
。宿
泊
型
や
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
型
は
喫
緊
の
課

題
と
し
て
い
な
い
。

　
家
事
・
育
児
ヘ
ル
パ
ー

　
　
を
気
軽
に
利
用
で
き
る

体
制
は
。

　
養
育
支
援
事
業
と
し
て
、

　
　
支
援
を
要
す
る
家
庭
に

実
施
し
て
い
る
。

　
な
ぜ
近
く
に
住
民
が
住

　
　

ん
で
い
る
東
宮
ふ
頭
に

な
っ
た
の
か
。

　
県
は
機
能
分
担
を
定
め

　
　

て
い
る
。塩
釜
港
区
の

東
宮
ふ
頭
は
、小
型
貨
物
船

に
対
応
し
た
バ
ル
ク
貨
物
の

利
用
を
図
り
地
域
産
業
の
支

援
を
す
る
役
割
で
あ
る
。仙

台
港
区
は
国
際
貿
易
や
国
内

流
通
の
機
能
強
化
と
し
て
い

る
た
め
、仙
台
港
で
の
バ
ル
ク

貨
物
の
積
み
降
ろ
し
を
原
則

禁
止
と
し
た
こ
と
で
１
社
が

移
転
し
て
来
た
。

　
昨
年
7
月
に
東
宮
浜
と

　
　

要
害
の
区
長
か
ら
、砂

利
船
入
港
禁
止
の
要
望
書
が

提
出
さ
れ
て
い
る
が
、そ
の
対

応
と
対
策
は
。

　
県
管
轄
の
た
め
入
港
禁

　
　

止
は
難
し
い
。改
善
策

と
し
て
、騒
音
に
関
し
て
は
、

夜
間
の
接
岸
や
離
岸
は
行
わ

な
い
。夜
間
の
荷
役
作
業
は

行
わ
な
い
。発
電
な
ど
に
よ

る
夜
間
係
留
は
行
わ
な
い
。

日
曜
や
祝
日
の
作
業
は
行
わ

な
い
。粉
じ
ん
に
関
し
て
は
、

清
掃
作
業
や
散
水
作
業
を
行

う
。汚
れ
た
場
合
、臨
港
道
路

ま
で
清
掃
す
る
。清
掃
作
業

は
、当
日
に
行
う
等
、ル
ー
ル

を
設
け
事
態
改
善
を
求
め
る
。

　
今
の
ネ
ッ
ト
で
は
、粉
じ

　
　

ん
飛
散
防
止
に
な
っ
て

い
な
い
が
、対
策
は
。

　
散
水
や
荷
役
作
業
の
調

　
整
を
県
に
働
き
か
け
る
。

　
パ
ト
ロ
ー
ル
は
し
て
い

　
る
の
か
。

　
町
民
生
活
課
長　
週
３

　
回
位
実
施
し
て
い
る
。

　
取
水
栓
か
ら
海
水
の
濁

　
　

り
水
が
出
る
と
、の
り

生
産
者
か
ら
苦
情
が
あ
っ
た
。

そ
の
対
応
は
。

　
産
業
課
長　
南
側
の
桟

　
橋
で
補
修
工
事
が
あ
り
、

の
り
養
殖
場
所
の
北
側
に
停

泊
し
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
。

ス
ク
リ
ュ
ー
を
回
し
た
際
に

濁
り
が
生
じ
た
と
考
え
ら
れ

る
。3
月
に
補
修
工
事
は
完

了
し
た
が
、取
水
解
消
の
観

点
か
ら
離
れ
た
場
所
へ
の
係

留
を
要
望
し
て
い
る
。

配
布
と
周
知
の
方
法
は
。

配
布
対
象
は
。

し
ん
ち
ょ
く

に
ご

町長

町長

東宮ふ頭周辺の環境は
　　県に改善するよう求める

答

答

答

答

答

答

問

問

問

問

答

答

答

答

答答 問問 問

答

問

問

問

問

問問

宿泊型や
デイサービス型の実施は

町
長

リ
ト
ル
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
配
布
は

完
成
後
配
布
す
る

喫緊の課題とはしていない
きっきん

佐　藤　壮　一
さ　と　う そ う い  ち

熊　谷　明　美
く ま が  い あ　け　み

すくすく育ってね

積み上げられた砂利の仮置き場

荷役作業する貨物船

町の考えを聞く 一 般 質 問

⑰ しちがはま議会だより　第155号　令和5年4月27日発行 しちがはま議会だより　第155号　令和5年4月27日発行 ⑯



※
そ
の
他
に
も
こ
ん
な
質
問
を
し
ま
し
た
。

学
校
の
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て

　
　
町
営
住
宅
入
居
者
へ
安

　
　

価
な
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
供
給
の

検
討
は
し
た
の
か
。

　
　
町
長　
令
和
４
年
１
月

　
　
検
針
分
か
ら
１
㎥
４０
円

の
値
上
げ
を
し
て
い
る
。

　
令
和
４
年
12
月
時
点
の
石

油
情
報
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
公

表
デ
ー
タ
で
、仙
台
都
市
圏

域
の
小
売
価
格
を
比
較
し
た

結
果
、当
事
業
者
の
方
が
安

価
で
あ
る
。

　
　
町
営
住
宅
の
ガ
ス
会
社

　
　
の
入
札
を
し
な
い
の
は

な
ぜ
か
。 

　
　
町
内
事
業
者
７
社
で
構

　
　
成
す
る
地
元
の
ガ
ス
供

給
事
業
者
で
あ
る
。地
震
な

ど
災
害
時
で
の
早
期
対
応
の

実
績
も
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か

ら
、入
札
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
近
隣
自
治
体
の
災
害
公

　
　

営
住
宅
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
集

中
配
給
に
お
い
て
、入
札
と

価
格
調
査
は
行
っ
た
の
か
。

　
　

　
　
こ
れ
か
ら
も
公
営
住
宅

　
　
の
集
中
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
配
給

は
入
札
も
行
わ
ず
に
、今
の

ガ
ス
会
社
に
継
続
供
給
さ
せ

る
の
か
。

　
　
現
時
点
で
は
現
状
で
の

　
　
対
応
を
考
え
て
い
る
。 

　
　

こ
の
会
社
の
設
立
は
、

　
　

町
当
局
の
要
望
だ
っ
た

の
か
。

　
　
汐
見
台
団
地
の
造
成
に

　
　

伴
い
、ガ
ス
を
供
給
す

る
た
め
に
設
立
し
た
と
聞
い

て
い
る
。

　
　
物
価
高
騰
の
お
り
、
各

　
　
自
治
体
は
「
電
力
・
ガ

ス
・
食
料
品
等
、
価
格
高
騰

緊
急
支
援
地
方
交
付
金
」
な

ど
を
活
用
し
た
支
援
を
検
討

し
て
い
る
。当
町
の
実
施
案

と
時
期
は
。 

　
　
価
格
の
高
騰
に
よ
り
影

　
　
響
を
受
け
て
い
る
町
民

の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど
に

対
し
給
付
金
５
万
円
を
支
給

し
た
。ま
た
、生
活
応
援
食
事

券
支
給
事
業
、子
育
て
世
帯

へ
燃
料
券
の
配
布
な
ど
実
施

し
て
い
る
。

問　
ス
ポ
ー
ツ
庁
と
文
化
庁

　
　

か
ら
、令
和
４
年
１２
月

に「
学
校
部
活
動
地
域
移
行

の
新
た
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

が
示
さ
れ
た
が
、本
町
の
考

え
は
。

　
　
教
育
長　
二
市
三
町
と

　
　

連
携
を
図
り
、部
活
動

の
地
域
移
行
体
制
の
構
築
を

し
て
行
く
。

　
　

教
育
委
員
会
で
、関
係

　
　

者
と
の
連
絡
調
整
や
、

指
導
者
助
言
な
ど
を
行
う
協

議
会
を
設
置
す
る
考
え
は
。

　
　
小
中
学
校
や
教
育
総
務

　
　
課
、生
涯
学
習
課
、ア
ク

ア
ゆ
め
ク
ラ
ブ
な
ど
の
関
係

者
を
中
心
に
考
え
て
い
る
。

　
　
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
と
中
学
校
と
の
連
絡
調

整
な
ど
を
行
う
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
の
配
置
の
考
え
は
。

　
　
協
議
会
設
置
後
に
検
討

　
　
す
る
。

　
　
長
期
総
合
計
画
は
、
自

　
　
然
動
態
や
社
会
動
態
が

減
少
傾
向
に
あ
り
、
合
計
特

殊
出
生
率
の
値
も
低
い
こ
と

か
ら
将
来
の
人
口
は
減
少
す

る
こ
と
が
推
計
さ
れ
る
。本

町
の
人
口
は
４０
年
後
の
２
０

６
０
年
に
２
０
２
０
年
（
１

８
、１
３
２
人
）の
約
７３
％（
１

３
、
１
５
６
人
）と
推
計
し
て

い
る
。そ
の
７３
％
の
算
出
方

法
は
。

　
　
町
長　
国
立
社
会
保
障

　
　
・
人
口
問
題
研
究
所
の

推
計
、住
居
デ
ー
タ
を
基
に
、

令
和
２
年
国
勢
調
査
の
実
績

値
と
し
て
、
合
計
特
殊
出
生

率
や
社
会
動
態
の
人
口
を
移

動
人
口
に
修
正
し
て
算
出
し

て
い
る
。

　
　
人
口
減
少
な
ど
に
伴
い
、

　
　
そ
の
地
域
へ
の
定
住・定

着
の
対
策
と
し
て
、地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
制
度
を
、宮

城
県
と
24
市
町
が
導
入
し
て

成
果
を
あ
げ
て
い
る
。町
は
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
制
度

を
活
用
す
る
考
え
は
。

　
　
町
の
課
題
や
ど
の
分
野

　
　
で
活
動
い
た
だ
く
か
を

整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。今

後
、関
係
課
と
協
議・整
備
を

明
確
に
し
、マ
ン
パ
ワ
ー
と
し

て
活
用
を
探
る
。

　
　
女
川
町
の
よ
う
に
独
自

　
　
の
家
賃
減
免
制
度
導
入

の
考
え
は
。

　
　
町
長　
女
川
町
は
15
年

　
　

間
で
、段
階
的
に
本
来

の
家
賃
に
戻
す
減
免
と
し
て

い
る
。本
町
で
は
本
来
の
減

免
期
間
を
５
年
間
延
長
し
て

い
る
。ま
た
、被
災
者
で
、収

入
の
低
い
方
に
対
し
て
、10

年
目
ま
で
は
本
来
の
家
賃
よ

り
低
い
家
賃
で
独
自
の
減
免

を
し
て
い
る
。

　
　
復
興
庁
か
ら
の
災
害
公

　
　
営
住
宅
家
賃
低
減
に
関

す
る
要
綱
の
対
応
は
。

　
　

平
成
29
年
11
月
21
日

　
　
復
興
庁
事
務
連
絡
と
し

て
、配
布
さ
れ
た
資
料
に
は

被
災
者
の
収
入
超
過
者
や
東

日
本
大
震
災
特
別
家
賃
低
減

事
業
の
対
象
者
の
家
賃
は
、

地
方
公
共
団
体
で
独
自
に
家

賃
減
免
が
可
能
に
な
っ
て
い

る
。本
町
で
も
独
自
の
減
免

と
し
て
、10
年
目
ま
で
据
え

置
く
措
置
を
講
じ
て
い
る
。

実
施
し
て
い
な
い
。

答答 問

答

答

問

問

問

答

問

問

問 問

問

問

答答 問 問

答

答

答

答

答

答

問

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
導
入
は

協
議
し
活
用
を
図
る

町
長

家
賃
減
免
制
度
の
導
入
は

独
自
の
減
免
を
し
て
い
る

町
長

エ
ネ
ル
ギ
ー
高
騰
時
の

　
　
　
　

ガ
ス
料
金
助
成
は

非
課
税
世
帯
等
へ
支
援

女川方式の家賃減免策を

遠　藤 喜　二
え ん  ど  う よ　し　じ

町
長

部活動の地域移行の考えは
地域移行体制の構築をしていく

みんなにとってよりよい環境を

町の考えを聞く 一 般 質 問

教育長
安　倍 敏　彦
あ　ん　べ と  し  ひ  こ
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発
達
障
害
は
１
歳
前
後

　
　
で
そ
の
特
徴
が
目
立
ち

始
め
る
こ
と
か
ら
、乳
幼
児

健
診
が
大
変
重
要
で
あ
る
。

健
診
の
体
制
は
。

　
　
町
長　
国
な
ど
が
定
め

　
　
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基

づ
き
行
っ
て
い
る
。医
師
、看

護
師
、保
健
師
、栄
養
士
、歯

科
衛
生
士
と
い
っ
た
専
門
職

が
、必
要
と
す
る
健
診
項
目

に
対
応
し
て
い
る
。

　
令
和
４
年
度
か
ら
は
子
ど

も
未
来
課
に
公
認
心
理
師
１

名
を
配
置
し
、専
門
職
と
連

携
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

健
診
の
際
も
、保
護
者
や
乳

幼
児
と
の
関
わ
り
を
持
つ
他
、

専
門
職
の
事
後
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
へ
も
参
加
し
、情
報
連
携

を
図
っ
て
い
る
。

　
　
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
な
ど
の
発
達

　
　

障
害
は
、保
育
所
や
幼

稚
園
な
ど
で
集
団
生
活
に
慣

れ
始
め
る
５
歳
頃
ま
で
に
は
、

そ
の
特
性
が
現
れ
る
と
さ
れ

て
い
る
が
、巡
回
相
談
の
体

制
は
。

　
　
日
々
の
活
動
の
中
で
悩

　
　

ん
で
い
る
子
ど
も
の
行

動
観
察
を
踏
ま
え
、保
育
士

な
ど
に
具
体
的
な
対
処
方
法

に
関
す
る
助
言
を
行
っ
て
い

る
。基
本
的
に
は
、相
談
対
象

の
児
童
と
関
わ
り
を
持
つ
保

健
師
と
心
理
師
が
担
当
し
て

い
る
。

　
　

文
部
科
学
省
は
、就
学

　
　
時
健
診
を
行
う
に
あ
た

り
、発
達
障
害
の
早
期
発
見

に
十
分
留
意
す
る
よ
う
に
求

め
て
い
る
が
内
容
は
。

　
　

教
育
長　

内
科
健
診
、

　
　

歯
科
健
診
、眼
科
健
診
、

耳
鼻
科
健
診
、心
臓
健
診
、視

力
検
査
、聴
力
検
査
で
あ
る
。

さ
ら
に
子
ど
も
の
生
活
面
な

ど
に
関
し
て
就
学
に
向
け
て

不
安
に
思
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
も
相
談
で
き
る
よ
う
、発

達
障
害
の
早
期
発
見
な
ど
も

踏
ま
え
て
、各
小
学
校
の
特

別
支
援
学
級
な
ど
の
教
諭
な

ど
も
携
わ
っ
て
い
く
も
の
と

し
て
お
り
、本
町
で
も
そ
の

よ
う
に
実
施
し
て
い
る
。

　
　
健
診
時
や
行
動
観
察
に

　
　

お
い
て
、発
達
障
害
が

疑
わ
れ
る
児
童
を
見
逃
し
て

い
る
恐
れ
も
あ
る
。通
常
学

級
に
在
籍
す
る
特
別
な
教
育

的
支
援
が
必
要
な
児
童
生
徒

そ
し
て
家
族
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
や
対
応
、支
援
体
制
は
。

　
　
就
学
時
健
康
診
断
で
特

　
　
別
支
援
学
校
あ
る
い
は

特
別
支
援
学
級
相
当
と
さ
れ

て
も
、最
終
的
に
は
保
護
者

の
意
思
、意
見
が
、最
優
先
さ

れ
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

　
い
っ
た
ん
通
常
学
級
に
入

学
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、生

活
の
状
況
や
学
習
の
様
子
を

考
慮
し
て
、そ
の
後
の
教
育

方
法
を
見
直
し
て
い
く
ケ
ー

ス
も
あ
る
。

　
特
別
な
対
応
が
必
要
と
考

え
ら
れ
る
場
合
に
は
、校
内

で
校
長
を
含
め
た
ケ
ー
ス
会

議
を
行
う
。そ
の
内
容
を
基

に
、保
護
者
と
の
教
育
相
談

を
実
施
し
、学
校
と
保
護
者

の
間
で
当
該
児
童
生
徒
に
対

し
て
特
別
な
教
育
的
支
援
が

必
要
で
あ
る
と
の
合
意
形
成

が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、特

別
支
援
学
級
や
特
別
支
援
学

校
に
変
更
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　
　
被
災
市
街
地
復
興
区
画

　
　
整
理
事
業
の
周
辺
を
未

利
用
地
に
し
な
い
た
め
に
、

住
民
が
開
発
の
方
向
性
を
決

め
る
制
度
を
検
討
し
、民
間

の
開
発
を
促
す
考
え
は
。

　
　
町
長　
震
災
復
興
特
別

　
　
区
域
法
に
よ
り
限
定
許

容
さ
れ
た
も
の
で
、区
画
整

理
で
土
地
の
増
進
を
図
る
も

の
で
は
な
い
。し
か
し
、住
民

が
自
主
的
に
開
発
の
方
向
性

を
決
め
ら
れ
る
制
度
も
あ
る

の
で
、住
民
の
意
向
や
要
望

を
探
っ
て
い
く
。

問　
菖
蒲
田
浜
の
小
浜
地
区

　
　

を
、生
態
系
と
歴
史
が

コ
ン
パ
ク
ト
に
感
じ
ら
れ
る

地
域
と
し
て
育
成
保
全
し
、

逍
遥
の
道
の
通
過
点
に
し
て

は
ど
う
か
。

　
　

逍
遥
の
道
と
は
、都
会

　
　
の
喧
騒
か
ら
離
れ
散
策

な
ど
を
楽
し
み
、安
ら
ぎ
や

癒
や
し
を
感
じ
、地
元
に
と
っ

て
も
居
心
地
の
い
い
空
間
に

な
る
。逍
遥
の
道
の
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
考
え
て
い
る
。

　
　
周
辺
の
環
境
も
含
め
土

　
　
地
利
用
を
調
整
す
る
地

元
協
議
会
を
設
立
し
、執
行

機
関
が
そ
の
成
果
と
意
向
を

く
ん
で
、手
続
き
を
進
め
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
。

　
　
市
街
化
区
域
で
も
調
整

　
　
区
域
で
も
住
民
か
ら
同

意
を
と
る
方
法
で
あ
れ
ば
い

い
話
で
あ
る
。今
後
、計
画
が

で
き
た
ら
、話
し
合
い
を
し

て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　

C
O
D（
化
学
的
酸
素

　
　
要
求
量
）の
値
は
、環
境

基
準
の
C
類
型
基
準
値
を
上

回
る
数
値
を
観
測
し
て
い
る
。

速
や
か
に
改
善
を
促
し
、水

管
理
の
抜
本
的
な
見
直
し
を

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
町
長　
水
質
浄
化
施
設

　
　

で
は
、源
水
と
処
理
水

の
検
査
を
実
施
し
て
い
る
。

令
和
3
年
か
ら
現
在
ま
で
の

平
均
で
34
％
の
水
質
改
善
が

図
ら
れ
て
お
り
、浄
化
施
設

の
稼
働
は一定
の
効
果
が
あ
っ

た
。し
か
し
、県
の
公
共
用
水

域
水
質
測
定
結
果
で
は
、湖

沼
の
中
央
部
分
の
平
均
値
は

12
・4
㎎
と
超
過
し
て
い
る
。

今
後
は
、県
や
有
識
者
か
ら

の
指
導
で
、農
業
地
域
の
環

境
保
全
と
公
共
用
水
域
の
水

質
保
全
対
策
に
努
め
て
い
く
。

　
　
総
務
産
業
常
任
委
員
会

　
　
の
調
査
結
果
で
は
、農

業
委
員
会
が
中
間
管
理
機
構

を
活
用
す
る
た
め
に
所
有
者

と
交
渉
し
、耕
作
希
望
者
を

募
る
こ
と
に
よ
っ
て
、耕
作
放

棄
地
の
改
善
が
図
ら
れ
る
と

ま
と
め
た
。具
体
的
な
改
善

目
標
や
成
果
を
示
し
て
い
く

べ
き
と
考
え
る
が
。

　
　
農
地
が
小
規
模
の
た
め

　
　

に
権
利
者
が
多
く
、権

利
の
取
得
が
難
し
い
状
況
で

あ
る
。引
き
続
き
各
委
員
が

地
域
の
情
報
収
集
を
行
っ
て

い
く
。

　
　
阿
川
沼
周
辺
の
畑
地
境

　
　
界
は
農
業
委
員
会
で
決

め
る
の
か
。

　
　
産
業
課
長　
農
業
委
員

　
　
会
を
中
心
に
地
域
計
画

を
策
定
し
、10
年
後
に
ど
の

農
地
を
誰
が
耕
作
し
て
い
く

の
か
を
明
確
化
す
る
の
で
境

界
も
は
っ
き
り
し
て
い
く
。

　
　
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ

　
　

ー
設
置
の
重
要
性
、必

要
性
の
考
え
は
。

　
　
町
長　
民
間
の
事
業
所

　
　
を
中
心
に
近
隣
の
市
町

に
お
い
て
、そ
の
数
も
増
え
て

き
て
い
る
。町
の
発
達
支
援

に
関
す
る
取
り
組
み
と
し
て

は
、保
健
師
を
中
心
と
し
た

専
門
職
の
相
談
支
援
を
ベ
ー

ス
と
し
て
、ま
つ
ぼ
っ
く
り
広

場
の
利
用
の
ほ
か
、状
況
に

応
じ
て
、専
門
機
関
へ
つ
な
げ

る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
　

設
置
の
重
要
性
、必
要

性
の
考
え
は
。

　
　
町
長　
重
要
性
や
必
要

　
　
性
と
も
に
強
く
感
じ
て

い
る
。令
和
３
年
度
か
ら
５

年
度
を
計
画
期
間
と
し
て
い

る
第
２
期
障
害
児
福
祉
計
画

で
も
、利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
考

慮
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
行

え
る
よ
う
、広
域
的
な
視
点

で
、事
業
者
に
働
き
か
け
て

い
く
。

健診で早期発見を

佐　藤 直　美
さ　と　う    な　お　み

ヒーリングスポットに

渡　邉 淳
わ た な べ あつし

町
長

放課後デイサービスの必要性は
強く感じている

答

答

答

問答

問

答

問 問

問

問

答

問答

答

答

問

答

問

答 問

問答 問

　
住
民
の
意
向
を
探
って
い
く

土
地
利
用
の
調
整
制
度
制
定
は地域計画策定で促進

農地集約と農業環境の促進は

町長

町長

町の考えを聞く 一 般 質 問
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複
数
の
人
物
の
合
議
に

よ
っ
て
こ
と
を
す
る
制
度
。

　

例
と
し
て
内
閣
や
あ
ら

ゆ
る
委
員
会
な
ど
が
合
議

制
に
あ
た
る
。

　

合
議
制
と
は

ひ 

と 

口 
メ 
モ

　
　
平
成
15
年
12
月
１
日
か

　
　
ら
施
行
さ
れ
た
本
町
の

期
日
前
投
票
の
利
用
率
の
推

移
は
。

　
　
選
挙
管
理
委
員
会
書
記

　
　
長（
総
務
課
長
）

　

平
成
17
年
が
11・1
％
で
、

回
数
を
重
ね
る
ご
と
に
増
加

の一途
を
た
ど
っ
て
い
る
。、直

近
の
令
和
３
年
で
は
32・8
％

と
な
っ
た
。ま
た
、平
成
16
年

の
参
議
院
選
挙
で
は
10
・3

％
で
、直
近
の
令
和
4
年
度

で
は
34
・5
％
と
な
り
衆
議

院
選
挙
と
同
様
に
増
加
し
て

い
る
。

　
　
令
和
３
年
の
衆
議
院
選

　
　
挙
当
日
の
午
前
７
時
か

ら
午
後
６
時
ま
で
と
、午
後

６
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
の

投
票
者
数
は
。

　
　
午
前
７
時
か
ら
午
後
６

　
　

時
ま
で
は
、5
3
8
4

人（
93・2
％
）午
後
６
時
か

ら
午
後
８
時
ま
で
は
3
9
3

人（
6・8
％
）で
あ
る
。

　
　

仮
に
、当
日
の
投
票
時

　
　
刻
を
２
時
間
繰
り
上
げ
、

終
了
時
間
を
午
後
６
時
に
し

た
場
合
の
経
費
削
減
は
ど
の

よ
う
に
な
る
の
か
。

　
　
投
票
立
会
人
な
ど
は
日

　
　
額
と
な
る
た
め
変
わ
り

な
い
。経
費
削
減
は
職
員
人

件
費
の
み
と
な
り
、90
人
分

の
約
40
万
円
が
対
象
と
な
る
。

　
　

　
　
平
成
28
年
４
月
に
公
職

　
　

選
挙
法
が
改
正
さ
れ
、

投
票
終
了
時
刻
の
２
時
間
以

内
の
繰
り
上
げ
が
で
き
る
が
、

全
国
や
県
内
で
投
票
終
了
時

刻
の
繰
り
上
げ
を
実
施
し
て

い
る
事
例
は
あ
る
の
か
。

　
　
総
務
省
で
公
表
し
て
い

　
　
る
令
和
元
年
の
デ
ー
タ

で
は
、全
国
４
万
7
0
3
3

投
票
所
の
う
ち
、
１
万

6
6
2
6
カ
所
が
閉
鎖
時
刻

の
繰
り
上
げ
を
実
施
し
た
。

ま
た
、令
和
４
年
の
参
議
院

選
挙
の
資
料
に
よ
る
と
、県

内
で
は
9
3
7
カ
所
の
う
ち
、

5
1
1
カ
所
が
閉
鎖
時
刻
の

繰
り
上
げ
を
実
施
し
た
。

　
投
票
終
了
時
刻
の
繰
り
上

げ
は
、有
権
者
の
立
場
に
立
っ

た
う
え
で
投
票
行
動
に
差
し

支
え
が
な
い
か
。ま
た
、有
権

者
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
の
意
向
確
認
が
必
要
で

あ
り
、慎
重
に
議
論
を
重
ね

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
２
時
間
の
短
縮
に
よ
る

　
　
有
権
者
の
方
々
の
投
票

機
会
を
ど
う
確
保
す
る
か
の

課
題
も
あ
る
。し
か
し
、期
日

前
投
票
所
は
、告
示
日
の
翌

日
か
ら
投
票
日
の
前
日
の
午

後
８
時
ま
で
開
い
て
お
り
、

利
用
率
も
増
加
し
定
着
し
て

い
る
。広
報
で
の
周
知
や
啓

発
な
ど
で
理
解
を
得
れ
ば
、

投
票
終
了
時
刻
の
繰
り
上
げ

は
十
分
に
補
完
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。首
長
か
ら
独
立

し
た
合
議
制
の
執
行
機
関
で

あ
る
町
選
挙
管
理
委
員
会
に

今
回
の
質
問
テ
ー
マ
を
提
示

し
て
、結
論
を
導
き
出
す
考

え
は
。

　
　

こ
の
よ
う
な
質
問
、意

　
　

見
が
あ
っ
た
こ
と
を
直

近
４
月
に
開
催
予
定
の
町
選

挙
管
理
委
員
会
に
伝
え
議
論

し
て
い
た
だ
く
。

　
　
平
成
17
年
度
以
降
の
仙

　
　
塩
広
域
水
道
と
の
受
水

料
金
の
更
新
に
お
け
る
年
間

契
約
の
改
正
額
は
。

　
　
水
道
事
業
所
長

　
　
年
平
均
額
で
18
年
か
ら

21
年
は
約
２
億
８
８
０
０
万

円
。22
年
か
ら
26
年
は
約
２

億
６
３
０
０
万
円
。27
年
か
ら

令
和
元
年
は
約
２
億
４
９
０

０
万
円
。

　
　
平
成
22
年
度
以
降
の
現

　
　
金
等
資
産
及
び
企
業
債

残
高
の
推
移
は
。

　
　
現
金
資
産
等
は
平
成
30

　
　
年
度
を
ピ
ー
ク
に
減
少

傾
向
に
あ
る
。企
業
債
残
高

も
減
少
し
て
い
る
。

　
　
軽
減
を
継
続
す
る
考
え

　
　

と
、さ
ら
に
増
額
す
る

考
え
は
。

　
　
町
長　
３
年
間
と
い
う

　
　
こ
と
で
行
っ
て
き
た
。

現
時
点
で
は
継
続
の
考
え
は

な
い
。

ご
う
ぎ
せ
い

　
　
本
来
の
赤
道
と
現
況
の

　
　

違
い
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル

が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。町
の

認
識
は
。

　
　
町
長　
赤
道
の
境
界
と

　
　
支
障
物
が
あ
る
と
把
握

し
て
い
る
。

　
　
両
者
の
立
会
が
行
わ
れ

　
　
ず
、い
ま
だ
、赤
道
の
境

界
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
状

況
と
な
っ
て
い
る
。そ
の
後
の

対
応
お
よ
び
解
決
策
は
。

　
　
片
側
の
地
権
者
の
立
会

　
　

同
意
が
得
ら
れ
ず
、幅

員
確
認
が
で
き
な
い
状
況
。

引
き
続
き
、立
会
を
お
願
い

し
た
い
。

　
　
高
齢
者
の
月
利
用
者
数

　
　
や
利
用
日
数
、回
数
は
。

　
　
町
長　
年
齢
別
の
集
計

　
　
は
行
っ
て
い
な
い
の
で
、

把
握
し
て
い
な
い
。

　
　
運
賃
無
料
化
に
か
か
る

　
　

費
用
額
は
。無
料
化
の

実
施
の
考
え
は
。

　
　
70
歳
以
上
を
無
料
に
し

　
　

た
場
合
は
、運
賃
収
入

で
１
２
０
０
万
円
〜
１
４
０

０
万
円
減
収
が
生
じ
る
。現

在
の
運
行
体
系
を
維
持
し
て

い
き
た
い
。

夜遅い時間になる開票作業

佐　藤 梶　信
さ　と　う か じ の ぶ

歌　川 渡
う た が わ わたる

選挙管理委員会
　書　記　長

町
長

投票終了時刻繰り上げの考えは

直近の会議で議論していただく

答

答

問問問 答

答

答 答答答 問問

問

答問答

問答

問

問答

問

問 赤
道
境
界
の
ト
ラ
ブ
ル
解
消
を

高齢者の
「ぐるりんこ」を無料に

　

３
年
間
限
定
で
継
続
の
考
え
は
な
い

現在の運行体系を
維持したい

水
道
料
金
の
軽
減
継
続
を

引
き
続
き
立
会
を
お
願
い
し
た
い

町
長

町長

町の考えを聞く 一 般 質 問
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あ
か
み
ち



議会もデジタル化へ

議
会
活
性
化
検
討

　
　
　
　
　
　

特
別
委
員
会

議
会
活
性
化
の
あ
ゆ
み

デジタル技術やICTの活用を

平成17年

平成21年

平成23年

平成27年

平成29年

平成30年

令和元年

令和２年

令和３年

令和４年

令和５年

議員定数を削減（20人から16人）

夜間議会の試行

議会報告会の実施

議員定数を削減（16人から14人）

議会活性化検討特別委員会設置

広報広聴常任委員会設置

定例会の回数に関する条例や会議規則など一部改訂

通年議会制度を導入

議会デジタル推進プロジェクトチーム発足

議会ICT利活用推進・実施計画を策定

議員活動用デジタル機器購入のための予算を可決

議員報酬24万円

議員報酬23.5万円

６月

６月

１１月

３月

３月

７月

６月

１月

８月

８月

３月

　町民の皆さまに直接議案の内容
や案件を説明し、さらに議会活動
に対する批判や意見、要望などを
直接聴取する会合を設けました。 

　議会の見える化・効率化・強靭
化を目的に策定しました（左ペー
ジをご覧ください）。

　広聴の中で主に議会報告会の充
実策を図る必要性から、広報広聴
常任委員会を新設し、広報編集と
広聴活動を担当する広報分科会
と、広聴分科会を設置しました。 

　会期を１年間通じ開催できるよ
うにし、議長の判断で招集できる
ことになりました。必要に応じ議
会や委員会を開催する制度で災害
時など非常時に即対応が可能とな
る等の利点があります。

　
議
会
と
住
民
の
連
携
が

ま
す
ま
す
重
要
と
な
る
時

代
の
な
か
、ま
ず
住
民
に
信

頼
さ
れ
る
議
会
で
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
議
会
改
革
に
向
け
て
、議

会
が
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
き
た
か
を
振

り
返
り
ま
す
。

　議会では、情報の収集や分析、問題の解決を行うための道具として、ICTを議会に導入し「議会力」
「議員力」の向上や審議の充実に生かすために必要な施策を総合的かつ計画的に実施することとし、
その際の指針となるICT利活用推進・実施計画を策定しました。

　デジタル社会の形成に関する行政事務の迅速かつ重点的な遂行を図
ることを目的として、令和3年9月にデジタル庁が創設されました。
　また、新型コロナウイルス感染症の影響により、日本経済は大きな打
撃を受けて経済回復にも大きな時間を要すことが懸念されております。
　コロナ禍では世界の先進国と比べ、日本における官民のデジタル化の
遅れが顕在化しており、自治体レベルの対応が求められているところで
あります。それに伴い、当議会としてもデジタル化に対応すべく、議会活
性化検討特別委員会の中で発足した、デジタルプロジェクトチームにて
議会のICT導入について協議を重ねております。そして3月会議では、議
会ICT機器導入に向けた予算が可決されました。
　今後も議会の見える化などに取り組み、町民の皆さんから信頼される
議会を目指していきますので、よろしくお願いします。

　

リ

これも議会の仕事ですこれも議会の仕事です

議会
活性化
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ICT活用の基本的
な考え方と活用方

法

議会の見える化

議会の効率化

議会の強靭化(ＢＣ
Ｐ事業継続計画）

広報・広聴のＩＣＴ利
活用で、住民参加を

促し、

分かりやすく開かれ
た町議会の実現。

●ホームページや
フェイスブックなど

を活用した情報共
有

●アンケートフォー
ムを利用した意見

聴取

ＩＣＴを駆使し、「議
員力」「議会力」が

発揮される町議会
の実現。

●ＩＣＴ機器を導入活
用することにより、

議会議員活動の効
率化を目指す。

●クラウド会議シス
テムを導入し、膨大

な資料の検索や閲
覧、

　リモート会議やス
ケジュール管理など

幅広い活用を目指
す。

ＩＣＴの力で、平常時
からＢＣＰを周到に

準備し、

途切れのない議会
運営。

●非常時を想定し
た、ＩＣＴを活用した

研修体制の整備。

●議員個人の技術
力を向上させる、サ

ポート等の体制の整
備。



追跡リポート－あの質問はどうなった－

追
跡

２班

３班

町
民
に
見
え
る
議
会
活
動
を

議会報告・懇談会

議会報告・懇談会を開催します

議
会
を
傍
聴
し
た
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

思
い
ま
す
か

議
員
報
酬
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

ど
う
思
い
ま
す
か

議
員
定
数
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

ど
う
思
い
ま
す
か

　
岡
﨑
正
憲
議
員
が
、

全
国
町
村
議
会
議
長

会
な
ら
び
に
宮
城
県
町

村
議
会
議
長
会
よ
り

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。町

議
会
議
員
と
し
て
地

域
の
振
興
発
展
に
寄

与
し
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。

　新型コロナウイルスの感染拡大防止のため中止していた議会報告・懇談会を、5月20日(土)・21日
(日)の２日間開催いたします。皆さまの参加をお待ちしております。

・岡﨑正憲
・佐藤壮一
・遠藤喜二
・歌川　渡

・佐藤梶信
・渡邉　淳
・木村　稔
・佐藤直美

・仁田秀和
・小林倫明
・熊谷明美
・安倍敏彦

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、議
会

に
、町
民
が
ど
の
よ
う
な
印

象
を
持
ち
、関
心
を
寄
せ
て

い
る
か
を
把
握
し
、よ
り
多

く
の
意
見
を
議
会
活
動
に
生

か
す
こ
と
を
目
的
に
実
施
し

ま
し
た
。回
答
数
や
自
由
記

述
か
ら
、町
民
の
議
会
全
体

に
対
す
る
興
味
関
心
が
あ
ま

り
高
く
な
い
と
い
う
こ
と
が

浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

　
回
答
で
は「
議
員
報
酬
が

高
い
」「
議
員
定
数
が
多
い
」

な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

「
議
員
活
動
と
し
て
な
に
を

し
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
の

で
判
断
で
き
な
い
」と
の
声

も
寄
せ
ら
れ
、今
後
町
民
の

方
々
に
ど
の
よ
う
に
し
て
議

会
の
活
動
を
知
ら
せ
て
い
く

か
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま

し
た
。

　
令
和
５
年
は
、七
ヶ
浜
町

議
会
議
員
の
改
選
の
年
で
す
。

町
民
に
開
か
れ
、信
頼
さ
れ

る
議
会
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
引
き
続
き
、ご
意
見
を
お

寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

調査期日：令和４年11月1日から令和５年２月１日（当日消印有効）
調査方法：しちがはま議会だより第153号にアンケート用紙を掲載し全戸
　　　　　配布、アンケートの返送またはＥメールにて回答
回答総数：32通（回答用紙にて回答：30通、Ｅメールにて回答：2通）

　

議
会
で
は
、令
和
４
年
11
月
か
ら
令
和
５
年
２
月
に
か
け
て
、町
民
の
ご
意
見
を
お
伺
い
す
る
た
め
に

議
会
活
性
化
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。合
計
で
32
通
の
ご
回
答
を
い
た
だ
き
、協
力
し
て
い
た
だ

い
た
皆
様
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。今
号
で
は
、回
答
内
容
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
傍
聴
し
た
が
意
味
な
し
。

・
突
然
行
っ
て
い
い
の
か
、
ど
こ
で
開
催
さ 

　

れ
て
い
る
の
か
、
突
然
行
っ
て
場
違
い
に

　

な
ら
な
い
の
か
、
全
然
わ
か
ら
な
い
の
で

　

行
け
ま
せ
ん
。

・
オ
ン
ラ
イ
ン
で
配
信
し
て
ほ
し
い
。

・
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
、
傍
聴
で
き
な
い

　

が
常
に
議
会
だ
よ
り
を
見
て
い
ま
す
。

・
傍
聴
の
魅
力
を
感
じ
な
い
。

・
実
働
が
分
か
ら
な
い
の
で
何
と
も
言
え
な

　

い
。

・
時
間
給
に
し
た
ら
高
い
の
で
は
。
と
思
い

　

ま
す
。

・
議
会
開
催
日
数
分
の
日
当
手
当
。

・
町
の
た
め
町
民
の
た
め
に
動
い
て
く
れ
れ

　

ば
適
当
。
議
員
さ
ん
が
足
り
な
い
と
思
う

　

な
ら
足
し
て
も
良
い
。
分
業
で
き
て
れ
ば

　

適
当
。

・
10
人
で
良
い
。

・
マ
イ
ナ
ス
２
人
。

・
何
を
し
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
の
で
判
断

　

で
き
な
い
。

・
各
地
区
１
名
で
良
い
。

・
議
員
の
方
が
判
断
す
る
の
が
一
番
ベ
ス
ト
。

・
多
い
の
か
少
な
い
の
か
す
ら
分
か
ら
な
い
。

① 思う

② 傍聴したいが時間が
　 分からない

③ 思わない

④ その他

無回答など

17

6

3

4

2

32人

① 高い

② 適当

③ 低い

④ その他

無回答など

11

8

10

1

2

32人

① 多い

② 適当

③ 少ない

④ その他

無回答など

21

8

0

1

2

32人

合  計

合  計

合  計

全
国
議
長
会
よ
り
表
彰

※議会だより№１５５と広報しちがはま５月号をご持参願います。
　対象地区以外の方でも参加できますので、都合の良い会場にお越しください。

班編成

１班

開催日 時　　間 会　　場 対　象　地　区 班

汐見台南第２集会所 汐　見　台　南

２班

要害･御林地区避難所 要害・御林

２班

２班

東　宮　浜東宮浜地区交流センター

３班境山公民分館 境　　　山

１班

菖蒲田浜地区避難所 菖　蒲　田　浜

笹　　　山笹山地区避難所

２班

吉　田　浜吉田浜コミュニティセンター

２班

汐見台第２公民分館 汐　見　台

１班

１班

亦楽地区公民分館 亦　　　楽 ３班
花渕浜地区避難所 花　渕　浜

１班

湊浜地区避難所 湊　　　浜

３班代ヶ崎浜地区避難所 代　ケ　崎　浜

３班

松　ヶ　浜松ヶ浜地区避難所

１班

遠山地区避難所 遠　　　山

1110 : 00～  : 00

31 : 30～  : 00

53 : 30～  : 00

1110 : 00～  : 00

31 : 30～ : 00

午　前

午　後

午　後

午　前

午　後

５月２０日
（土）

５月２1日
（日）
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今回の
表紙

編
集
後
記

詳しくは議会事務局(℡357-7435)
または、町ウェブサイト
「町民便利帳」をご覧ください。
 http://www.shichigahama.com

 ☆議会を傍聴してみませんか☆

　－６月会議は６月１日開会予定です－

　「菖蒲田浜の歴史のお散歩」を
作った伊丹敏男さんを紹介します。

日頃の活動は

どんなところで散歩道を活用しましたか

今後やっていきたいことはありますか

町や議会への要望はありますか

いつごろ作りましたか、そのきっかけは

　　
新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た

が
、皆
さ
ま
新
し
い
環
境
に
は

慣
れ
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。環

境
の
変
化
で
緊
張
す
る
毎
日

か
と
は
思
い
ま
す
が
、そ
ん
な

時
は
好
き
な
音
楽
を
聴
い
て

体
を
動
か
し
て
み
る
の
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
議
会
だ
よ
り
も
新
年
度
と

い
う
こ
と
で
、た
く
さ
ん
の

方
々
に
登
場
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
取
材

に
伺
い
ま
す
の
で
、ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
今
後
は
、議
会
と
し
て

S
N
S
も
利
用
し
議
会
活
動

の
見
え
る
化
を
更
に
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、是
非
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
直
美

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　
委 

員 

長
　
仁
田
　
秀
和

　
副
委
員
長
　
渡
邉
　
　
淳

　
広
報
分
科
会
　
佐
藤
　
直
美

　
　
　
　
　
　
小
林
　
倫
明

　
　
　
　
　
　
木
村
　
　
稔

　
　
　
　
　
　
熊
谷
　
明
美

　
　
　
　
　
　

発
行
責
任
者

　
議
　
　
長
　
岡
﨑
　
正
憲

　諏訪神社や五社稲荷神社の環境整備を氏子と地域の方の協
力で整備に励んでいます。神社は避難場所にもなっており、日頃
の手入れは怠れません。特に、菖蒲田浜地区避難所の連絡通路
整備は欠かせない仕事になります。

　史跡などは、文化財として記録保護され公開の機会があります
が、神社となると宗教分離の原則から行政の中には組み込まれに
くいです。神社仏閣や鎮守様、自然環境、伝説などの地域資産は
文化資産と思っています。ミニ観光資産として、子供たちや地域
の交流ツールになる。SNSや町のHPなどを使って、町外にPRで
きる仕組みを作ってほしいです。

ミニトレイル事業として定着させたいです。
また、食文化を追加し、四季折々の食材を紹介したいです。

　4月9日（日）に七ヶ浜国際村で行われたダ
ンスイベントでの1枚。ＢＯＯＭストリートダン
ス部 若生 葵依さん、若生 みゅうさんです。

地域交流事業でダイジェスト版を作り案内しました。
地域外からの神社へお参りされている方を案内しています。
観光バスが寄ったときはびっくりしました。

議会だよりでは表紙の写真を
募集しています。
詳しくは町ウェブサイトをご覧
ください。

　平成27年に神社復興のため新しい鳥居を整備しました。被災
した鳥居は震災遺構として整備し、同時に地域交流事業のひと
つとして「菖蒲田浜の歴史のお散歩」を作りました。

問１　さくら放課後児童クラブが改築され
　　  た後の定員数は何人でしょう？
　　①　40人　②　50人　③　70人
問2　水道庁舎を改修することになりまし
　　  た。主な原因は？
　　①　雨漏り　　②　雨上がり
　　③　すきま風
問3　3月会議で可決されたアクアリーナ工
　　  事1期と2期を合わせた契約金額は。
　　①　4億3103万円
　　②　5億2788万円
　　③　5億2798万円
応募方法：

あ  て  先：

締  切  り：
前号の答え：問1　③　問2　③　問3　②
当選者：星さつよさん、欠端　剛さん、
　　　　星　良子さん

はがきにクイズの答え、氏名、住所、年
齢、議会へのご意見を書いてお送りく
ださい。（メール可）
正解者の中から抽選で３人の方に
図書カードを進呈します。
〒985-8577
七ヶ浜町東宮浜字丑谷辺５－１
七ヶ浜町議会事務局　議会だより係
Ｅメール gikai@shichigahama.com
令和５年５月２６日（当日消印有効）

㉘

被災した諏訪神社の鳥居を遺構として保存

いたみ としお

すわ ご しゃ いなり

ちんじゅ

わこう わこうあおい

さま

<正解者に図書カードが当たる>

ク イ ズ ？
魅力いっぱい

菖蒲田浜
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